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はじめに

既に１月前兆はあったが、2020年２月27日小中
高等の全国一斉臨時休校を安倍首相が求めたことか
ら始まった新型コロナウイルス感染症対策は教育現
場にまず前代未聞の混迷を強いた。周知の如くその
波浪は甚大な経済的打撃となって広がり、暮らし・
生活という日常レベルまで深く、広く浸食している。
５月14日大半の県に。５月25日全国に緊急事態宣
言解除の発出はあったものの尚その回復と言えば五
里霧中と言ってよい。
フレンズ・TOHOはその設立趣旨にあるように
その教育的資源を活かし、時代を問い、広い学びの
場を提供するところに本領があると信ずる。2019年
度の振り返りを通じて、また現況に深く思いをいた
し、希望と指針を与えうる教育的企画をうち、社会
に貢献すべきときではないかと考える次第である。

１．学習・研修の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴講演会
人々の心に残る普遍的内容・時局のテーマ・
講師による講演会を企画し、会員様の学びの場
とするとともに、広報のツールとして活用する。
　①第1回講演会（定期総会）
　◎日時・会場：2019年5月31日（金）
　　　13：30～15：00　名古屋観光ホテル
　◎講師：香山リカ氏
　　　精神科医・立教大学現代心理学部映像
　　　身体学科教授
　◎演題：「ストレスに負けずに、
　　　　　　　　　　いきいき暮らすコツ」
※レジメがないにもかかわらず氏の独特の語り
により深く聴衆の心髄に届いたと思われる。
フランクルの『夜と霧』を引用された死期に

かかわる究極の内容もまた同様。自分を過大
にも過小にも評価しない、換言すれば生きて
きた私を抱擁せよとの指摘は、精神科医とし
ての豊かな経験に裏打ちされた実感であり、
明察であった。前向きに忙中を生きることの
勢いは衰えない。これと敢えて対峙しようと
する氏の気概も併せて噛みしめたい内容では
なかったか。
　昨年度の上野氏に続き地域からの一般参加者
が２割以上あり、一定の地域貢献を果たして
きたと考えている。参加者：一般30名・総参
加者130名・法人44社。

　②第2回講演会
◎秋頃を目処に、愛知東邦大学地域創造研究所
等との共催で講演会開催を検討する。
※事務局として具体的取り組みに及ばず継続課
題となった。

　③第３回講演会
◎２月に予定している名刺交換会開催時に、法
人会員様向けの講演会を開催する。
※小室淑恵氏の講演を予定したが、新型コロナ
ウイルス感染拡大の初期にあたり実現を見
送った。各方面のご協力により予定した講演
会は今も実現に向けて取組中である。若干の
経過を記す。
６月　愛知東邦大学山極元学長の紹介からこ
の小室氏の講演の段取りが叶った。

８月　「愛知中小企業家同友会」の後援の申し
入れ

11月　「愛知県経営者協会」に協力の申し入
れ

12月　「愛知私学協会」全法人にワンデー会
員として招待状送付。

　　完全オープン参加に切り替え、団体まわ
りをして参加者開拓に力を注いだ。

2019年度フレンズ・TOHO「事業報告」
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１月　参加予定は120名を超え、盛大な講演
会・名刺交換会を予定

２月　新型コロナウイルス感染症拡大への懸
念から急遽（延期含む中止。2020年６
月の総会記念講演に小室氏を予定した
が、再三にわたり感染症拡大予防のため
延期）

⑵研修・講座企画
会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会と
するとともに交流の場としても重視する。また、
より多くの会員や地域の皆さんに参加していた
だくために、年間計画を立てて準備を進める。

　①自然と親しむ会
◎四季の自然を楽しむ日帰り小旅行を企画・開催
する。
※「赤目四十八滝への旅」
　　　　　　2019年６月15日・参加者11名
　　出入り口の巨大なオオサンショウウオを見、
次 と々現れる小滝群を鑑賞。水の音の清 し々さ
に改めて癒やしの力があることを実感。初夏の
青空と萌え出づる新緑を満喫した。
※「大井川橋巡りの旅」
　　　　　　2019年11月２日・参加者14名
　　上流の寸又峡「夢の吊り橋」・下流の「蓬莱
橋」を堪能。紅葉には早いものの、「夢の吊り
橋」の真下に広がる湖面の色彩。夕焼けの大
井川「蓬莱橋」の枯れた景色には一幅の絵画
を彷彿とさせるものであった。眼福の一語。

　②法人会員様向け特別講座
◎愛知東邦大学の「若手社員活性化プログラム」
に対して協力を深める。
◎大学の各学部の知的財産を活用する講座開講
を模索する。
※広報のみとなり、事務局として具体的取り組
みに及ばず継続課題となった。

　③個人会員・家族向け講座、地域向け講座
◎会員が家族参加できる企画・講座を学園施設
を有効利用しての開講を追求する。
◎地域住民の方々や会員の皆様に学園への理解
をより深めていただくために、高大の学園の
特色を生かした講座開講を追求する。
◎地域住民の方を講師に招いた講座開講を検討

する。
※「親子スイーツ講座」
　日時・場所：８月22日
　　東邦高校家庭科調理実習室　14名
　講師：石井信英氏　「ガトーリベルテ」店主
　　　（一社2-158 ロイヤル白峰）
　賑やかな子どもの声、お母さんの笑顔に癒や
され乍ら、クッキー・パフェを手作り。懇切
丁寧な指導のもと、至福の時を過ごした。

　④その他
◎大学のトレーニングセンターなどを活用し
て、会員及び地域住民の方々に対する「健康
講座」開講を検討する。
◎法人会員様あるいは高大の専門性を活かした
「一日研修」企画を検討する。
※事務局として具体的取り組みに及ばず継続課
題となった。

２．交流の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴名刺交換会
◎法人会員様同士が名刺交換を通じてビジネス
の場を拡大する機会とするとともに、法人会
員様向け「講演会」をセットで企画する。
※先述したように今期は、「愛知中小企業家同友
会」の後援、「愛知県経営者協会」のご協力・
ご参加を得て参加形態・規模を異化した取り組
みとしたが、遺憾乍ら新型コロナウイルス感染
症拡大による影響で中止の判断となった。

⑵ TOHO スポーツイベント（少年野球教室・ドッ
ジボール大会・少年サッカー大会等）協賛
◎年々、盛んになっている、学生が地域の方々
と協力しながら企画・運営していく「TOHO
スポーツイベント」に対して支援を行う。
※些少ながらその成功に向けて寄付を行った。

⑶その他
◎会員様同士や地域の方々との交流を深められ
る企画を検討し、随時開催する。
※事務局として具体的取り組みに及ばず継続課
題となった。

３．学園の教育活動支援（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力
◎大学と連携し、法人会員の皆様に、学内企業
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展への参加、インターンシップ受け入れに対
する協力依頼等の橋渡しをさせていただく。
※新型コロナウイルス感染症拡大の懸念から学
内企業展は延期。その他事務局として具体的
取り組みに及ばず継続課題となった。

⑵大学・高校の各クラブへの激励と支援
◎大学・高校のクラブ活動を支援するため、全
国大会に出場するクラブに対して、激励金を
支給する。
※高校　空手道部・ダンス部・吹奏楽部
※大学　女子サッカー部・フリースタイル部・
トライアスロン部

⑶高校の中学生対象の英語「スピーチコンテスト」
への協賛
◎高校で開催される中学生対象の英語スピーチ
コンテストに協賛し、援助金を支給する。
※2019年10月26日開催・東邦高校・愛知東
邦大学にて。出場校42校・出場者114名

⑷学園主催の「納涼音楽祭」への協賛
◎法人会員に対し、模擬店などの出店や機材の
貸し出し、協賛金などへの協力をお願いし、
音楽祭の充実に貢献する。
※事務局として具体的取り組みに及ばず継続課
題となった。

⑸その他
◎大学・高校のその他の教育活動に対して後援・

収
入
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
①前期繰越金 2,956,275 2,956,275 0
②年会費 法人会員 2,900,000 2,520,000 ▲ 380,000 予算 145 社　決算 126 社
　　〃 個人会員 775,000 650,000 ▲ 125,000 予算 155 名　決算 130 名
③入会金 法人会員 50,000 50,000 0 予算５社　決算５社
　　〃 個人会員 30,000 3,000 ▲ 27,000 予算 10名　決算 1名
④広告収入 みどりの風 47号・48号分 1,000,000 885,000 ▲ 115,000
⑤受取利息 100 55 ▲ 45
⑥講座・研修参加費 200,000 155,700 ▲ 44,300

合　　　計 7,911,375 7,220,030 ▲ 691,345

支
出
の
部

項　　　目 予　算 決　算 予算との差 備　考
①事業費 講演料・研修・親睦活動 900,000 966,403 66,403
　　〃 学園活動支援 800,000 800,000 0
　　〃 その他（援助金・祝金等） 330,000 330,000 0
　　〃 総会・懇親会・名刺交換会 1,300,000 1,371,066 71,066
②会議費 運営委員会・役員会等 270,000 121,980 ▲ 148,020
③印刷費 会報 330,000 313,160 ▲ 16,840
　　〃 名簿作成費 80,000 79,488 ▲ 512
　　〃 封筒・振込用紙等 60,000 52,920 ▲ 7,080

④通信費 会報誌発送・web メンテナ
ンス 350,000 165,190 ▲ 184,810

⑤事務費 事務費・交通費等 100,000 22,637 ▲ 77,363
⑥予備費 甲子園出場祝金支出 200,000 0 ▲ 200,000
⑦設立 30年記念事業積立金 200,000 200,000 0
⑧期末未払金 webメンテナンス料 0 ▲ 60,000 ▲ 60,000
⑨次期繰越金 2,991,375 2,857,186 ▲ 134,189

合　　　計 7,911,375 7,220,030 ▲ 691,345

2019 年度　フレンズ・TOHO　収支報告書
2019 年 4 月 1 日から
2020 年 3 月 31 日まで （単位：円）

※記念事業積立金残高
※奨学金基金積立預金残高
※次期繰越金

合　　計

800,000
2,002,131
2,857,186
5,659,317
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支援する。
※高校総合学習による「クエストカップ」全国
大会出場に激励金を支給、その他にも高校・
大学に些少ながら寄付を行った。
※大学において本年度は研究書出版の援助金と
して支出。
　1. 申請者 教育学部 白井克尚准教授
　2. 書　名
　　戦後日本の郷土教育実践に関する研究
　-生活綴方とフィールド・ワークの結びつき-

　3. 発行部数 300 部
　4. 出版費用 941,600 円
　5. 交付額 500,000 円
※「TOHO観戦デー」として名古屋グランパ
スエイト観戦に援助を些少ながら行った。

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行（会則第3条【事
業】に基づく ）

⑴会報「みどりの風」の発行
◎47号の発行を8月、48号の発行を2月に予
定する。会員に対して寄稿を依頼し、会員が
楽しみにする紙面づくりの工夫をする。また、
会報誌に会員広告を掲載することにより、広

報の機会を提供してきた。
※予定通り発行できた。

⑵会員名簿の発行
◎原則５月あるいは総会開催時発行とする。
※法人会員様の年度始めのご担当者異動等考慮
し総会時発行とした。

⑶ＨＰの充実
◎ＨＰを定期的に更新し、充実を図る。
※事務局担当者にて速報性を重視し記事の更新
を早めた。また参加集約もweb にてできる
ようにした。

５．会員拡大に取り組む

⑴独自のリーフレットを作成し適宜フレンズの広
報・加入促進等に努める
※事務局として具体的取り組みに及ばず継続課
題となった。

⑵大学・高校に担当者を配置し「声がけ」を行う
※一進一退というのが現状であり、粘り強い働
きかけが今後も求められる。

以上

はじめに

2020年度は会員の皆様ととも振り返りすらでき
ず、活動をスタートせざるを得ない点まずもってご
了承をお願いしたい。このコロナ禍は出口が見えな
い予測不可能な状況を私たちに示している。換言す
れば私たちに変わることを迫っているとも言えるの
ではないか。困難を乗り越えられるその原動力とは
なんであろうか。精神論を徒に振り回すのは自重せ
ねばならないが、人の気概とでも言うべきものしか

思いつかない。では気概はどのように生まれ得るの
か、それは広い意味での「学び」であると言いたい。
人の心を打つ深く共感できるもの、人の役に立つ喜
び、自らが成長する実感をもてるもの、等々ではな
いか。フレンズ･TOHOとして設立趣旨を今一度掲
げ本年度の新しい学びを提供したい。

定期総会について

本年度の６月の定期総会を見送ったことによる、
諸手続については、事業報告・会計報告・役員改選・

2020年度フレンズ・TOHO「事業計画」
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事業計画・予算を『みどりの風』、ＨＰに掲載しご承
認をいただく暫定的措置をとらせていただき、さら
に2021年２月19日小室氏講演会時に臨時の報告を
させていただく予定である。

今後の予定・計画について

本年度の事業については、新型コロナウイルス感
染症の動向を考慮し予定の変更がありうることをご
承知おき下さい。予定変更はHP掲載等の方法でお
知らせいたします。

１．学習・研修の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴講演会
◎人々の心に残る普遍的内容・時局のテーマ・
講師による講演会を企画し、会員様の学びの
場とするとともに、広報のツールとして活用
する。

　①第1回講演会（定期総会）
　◎日時・会場：2020年６月19日（金）
　　　名古屋東急ホテル
　◎講師：小室淑恵氏
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中

止とする。
　②第2回講演会
◎秋頃を目処に、愛知東邦大学地域創造研究所
等との共催で講演会開催を検討する。

　③第３回講演会（名刺交換会）
◎2月頃に予定している名刺交換会開催時に、
法人会員様向けの講演会を開催する。
　現在、６月総会講演予定者小室氏講演は再度
延期し下記要領にて予定しております。

◎日時：2021年２月19日（金）
　　名古屋東急ホテル　13:00～14:30
◎講師：小室淑恵氏
◎演題：「『関係の質向上』で働き方改革！
　　　　　業績とモチベーションが上がる
　　　　　　　　　　　　残業ゼロの仕事術」
※講演形式・オンライン形式など講演者と調整

します。講演形式では現在のところ新型コロ
ナウイルス感染症拡大予防のため人数限定の
企画となる予定です。
※次年度（2021年度）第１回講演会（定期総
会）
　◎日時：2021年６月25日（金）
　　　名古屋ガーデンパレス
　◎講師：内橋克人氏、金子勝氏、徳永進氏、
　　　鎌田慧氏等をコンタクト中
　◎演題：『生きる・働く・暮らす』予定

⑵研修・講座企画
◎会員の方々を中心に、多様な興味・関心に応
える研修会・講座を企画し、研鑽を積む機会
とするとともに交流の場としても重視する。
また、より多くの会員や地域の皆さんに参加
していただくために、年間計画を立てて準備
を進める。
①自然と親しむ会
◎四季や自然を楽しむ日帰り小旅行を企画・開
催する。
②法人会員様向け講座
◎愛知東邦大学の「若手社員活性化プログラム」
に対して協力を深める。
◎大学の各学部の知的財産を活用する講座開講
を模索する。
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③個人会員・家族向け講座、地域向け講座
◎会員が家族参加できる企画・講座や学園施設
を有効利用しての開講を追求する。
◎地域住民の方々や会員の皆様に学園への理解
をより深めていただくために、高大の学園の
特色を生かした講座開講を追求する。
◎地域住民の方を講師に招いた講座開講を検討
する。
④その他
◎法人会員様あるいは高大の専門性を活かした
「一日研修」企画を検討する。

２．交流の充実（会則第2条【趣旨・目的】・
第3条【事業】に基づく ）

⑴名刺交換会等
◎法人会員様同士が名刺交換を通じてビジネス
の場を拡大する機会とするとともに、法人向
け「講演会」をセットで企画する。先述の予
定参照。

⑵ TOHO スポーツイベント協賛
◎年々、盛んになっている、学生が地域の方々
と協力しながら企画・運営していく「TOHO
スポーツイベント」に対して支援を行う。

⑶その他
◎会員様同士や地域の方々との交流を深められ
る企画を検討し、事務局判断で随時開催する。

３．学園の教育活動支援（会則第3条【事業】
に基づく　　　 ）

⑴学内企業展・インターンシップ企画への協力
◎大学と連携し、法人会員の皆様に、学内企業
展への参加、インターンシップ受け入れに対
する協力依頼等の橋渡しをさせていただく。

⑵大学・高校の各クラブ等への激励と支援
◎大学・高校のクラブ活動等を支援するため、
全国大会に出場するクラブ等に対して、激励
金を支給する。

⑶高校、中学生対象英語「スピーチコンテスト」、
「教育と探求社」主催「クエストカップ」全国大
会出場への支援
◎高校等で開催される中学生対象の英語スピー
チコンテストに協賛し、援助金を支給する。
◎2019年度、「クエストカップ」全国大会連続
出場に対し援助を行った。本年度もこの教育

的努力に対し支援を行う。
⑷学園主催の「納涼音楽祭」への協賛
◎法人会員に対し、模擬店などの出店や機材の
貸し出し、協賛金などへの協力をお願いし、
音楽祭の充実に貢献する。

⑸「奨学金基金」の運用
◎コロナ禍、家計急変による学業継続に困窮す
る東邦高校生・愛知東邦大学生を対象に「奨学
金基金」の運用・実施をすすめる。また「奨
学金基金」積み立てを継続的に予算に繰り入
れる。今年度は予備費で積み立てる。

⑹その他
◎大学・高校のその他の教育活動に対して後援・
支援する。

４．会報「みどりの風」と会員名簿の発行（会則第3条【事業】
に基づく　　　 ）

⑴会報「みどりの風」の 発行
◎49号の発行を８月、50号の発行を２月に予
定する。会員に対して寄稿を依頼し、会員が
楽しみにする紙面づくりの工夫をする。また、
会報誌に会員広告を掲載することにより、広
報の機会を提供する。

⑵会員名簿の発行
◎原則５月あるいは総会開催時発行とする。

⑶ＨＰの充実
◎ＨＰを定期的に更新し、充実を図る。

５．会員拡大に取り組む

◎独自のリーフレットを作成し適宜フレンズ・
TOHOの広報・加入促進等に努める。
◎大学・高校に担当者を配置し「声がけ」を行
う。

６．組織体制・事務局の改善に努める

◎安定的な役員体制の整備に努める。
◎事務局体制の見直しを図る。

以上



（8） 第 49号

収
　
入
　
の
　
部

項　　目 予　算

①前期繰越金 2,857,186

②年会費 　法人会員（135 社× 2万円） 2,700,000

　　〃 　個人会員（152 名× 5千円） 760,000

③入会金 　法人会員（5社× 1万円） 50,000

　　〃 　個人会員（10名× 3千円） 30,000

④広告収入 　みどりの風（49号・50号分） 900,000

⑤受取利息 100

⑥講座・研修参加費 　研修参加費・講座受講料など 200,000

合　　　計 7,497,286

2020 年度　フレンズ・TOHO　事業予算書
2020 年 4 月 1 日から
2021 年 3 月 31 日まで （単位：円）

支
　
出
　
の
　
部

項　　目 予　算

①事業費 　講演料・研修・親睦活動 900,000

　　〃   学園活動支援金 800,000

　　〃 　その他（援助金・祝金等） 330,000

　　〃 　総会・懇親会・名刺交換会 1,500,000

②会議費 　運営委員会・役員会等 200,000

③印刷費 　会報 330,000

　　〃 　名簿作成費 80,000

　　〃 　封筒・振込用紙等 60,000

④通信費 　会報発送・webメンテナンス 350,000

⑤事務費 　事務費・交通費等 50,000

⑥予備費 200,000

⑦期末未払い金 2019 年度webメンテナンス料 60,000

⑧設立 30年記念事業積立金 200,000

⑨次期繰越金 2,437,286

合　　計 7,497,286
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　愛知東邦大学は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、国および愛知県の指針に従って、学生
の健康と安全を最優先とした防止策を講じてきました。「三密」を回避し、大学が多数の感染者発生
場所・クラスター源とならないよう、授業は 5月 11日より、オンライン型でスタートしました。対
面で行う授業に劣らぬ質を保証し、学生に配信しているところです。
　6月からは、国および愛知県の緊急措置が徐々に解除され、遠隔授業で対応が困難な実習や実技を
伴う授業については、大学内等において対面で行っております。

　さて、今回の新型コロナウイルス感染拡大は、経済面で極めて深刻な影響を与えております。大学
生にとっては、学費や生活に係る経費をまかなってきたアルバイトが、店舗の長期間にわたる休業や
売上げの著しい落ち込みにより、相次いで打ち切られました。収入の道を断たれ、退学を余儀なくさ
れる窮地に立たされました。待ったなしの状況から、本学は在学生の生活費や遠隔授業の費用として、
1,500 人余のすべての学生に、一人当たり 5万円ずつの給付を決定し、6月中に学生の手元へ届ける
対応に当たったところです。
　国はその後、困窮学生に対する緊急支援や奨学金制度を拡充するため、補正予算で支援措置を打ち
出しましたが、対象者は限られております。本学に割り当てられた給付金も極めて少額であり、困窮
学生の大半には恩恵が行き届きません。申請から給付までに時間を要する状況もあります。

　本学はこれまで、小規模大学の強みを生かした雰囲気で学生を迎え入れ、キャンパスの環境整備や
「新しい学びの場」ラーニングコモンズの建設も進めてきました。このため、本学として前述の緊急
支援金を、さらに追加できる資金は持ち合わせておりません。今後さらに、第二波、第三波の発生も
予想されており、学生の状況は一層苦しくなりかねません。
　そこで皆様に、ご寄付のお願いを致したく、今回の文書を送らせて頂きます。

　新型コロナウイルス感染拡大による経済の落ち込みが、
未曾有の状態であることは十分認識しております。このよ
うな中で、学内外の皆様に困窮学生への支援のご寄付をお
願いすることにはお叱りを頂くこともございましょうが、
枉げてご協力をお願いする次第であります。
　何卒、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

2020 年 7月 1日　　　　　　　　　　　　　　
愛知東邦大学　　　　　　　　

学長　榊　　直樹　

　愛知東邦大学　学生支援金の寄付のお願い

　寄付金の手続き、申込みにつきましては、学校法人東邦学園ホームページ下部にある「学生
支援への寄付のお願い」からお入りいただき、「寄付申込ページへ」、「Webでのお手続きは
こちらから」で申し込みができます。
　「愛知東邦大学に対する寄付」の内「奨学支援（学生支援金を含む）募金」をお選びいただき、
お手続きをお願いいたします。
　会員の皆様方からの温かいご支援をよろしくお願い申し上げます。

フレンズ・TOHO事務局　
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本年４月より、
学校法人東邦学園
理事、愛知東邦大
学経営学部教授・
副学長に就任いた
しました。３月ま
では、国立大学法
人名古屋工業大学
にて学長を務めて
おりました。国立
と私立、工学系大

学と文系主体の大学という違いはありますが、これ
までの経験と知見を活かして、愛知東邦大学が「真
に良き大学」となるために力を尽くす所存でおりま
す。東邦学園「フレンズ・TOHO」会員ならびに関
係の皆さまにおかれましては、宜しくお願いを申し
上げます。
はじめに、長く続くコロナ禍の中、皆さまには大
変不自由な生活を強いられておられることと思いま
す。残念ながら犠牲になられた方々のご冥福をお祈
りするとともに、一日も早く正常な生活が戻ること
を切に願っております。また、それに追い打ちをかけ
るように、九州地方など各地を大規模な豪雨災害が
襲い甚大な被害をもたらしました。被災された方々
には、心よりお見舞い申し上げますとともに、一日
も早い復興をお祈り致しております。
さて、私こと、名古屋生まれの名古屋育ち。地元
の小、中、高校を卒業後、1973年に名古屋工業大学
計測工学科に入学。1980年からは教員として同大学
に勤務し、爾来、約40年にわたって教育と研究の人
生を名古屋工業大学にて送ってまいりました。専門
とする研究分野は制御工学です。そのなかでも、主
として研究してきたのはシステム制御理論の分野、

様々なシステムに共通する構造的問題、制御・マネジ
メント問題など制御工学において取り扱う問題を数
学的なモデルに基づいて解決する理論主体の研究分
野です。若い頃は理論を抽象的、体系的に構築する
という「紙と鉛筆」的研究が中心でしたが、その後、
実験やシミュレーションを活用した応用研究にも力
点を置くようになり、産学官連携も活発に行ってき
ました。原子炉における中性子の核反応制御、電力
システム、柔軟なアームを有するロボット (スペー
スシャトルの船外アームをイメージして下さい)、メ
カトロニクス（自動車の電動パワステなど）、そして
リハビリ支援システムなど、取り組んできた応用対
象は多義にわたっています。その後、大学運営に関
わるようになって、副学長として４年、学長として
６年務めましたが、口の悪い友人からは、お前の制
御対象はいよいよ電気や機械から「モノ・ヒト・カ
ネ」に移ったのか、と揶揄もされました。このよう
に生粋の名古屋っ子、考え方の根っこにはシステム
制御的発想があると自認しています。もっとも、名
古屋弁を流暢に操ったり、お金を上手に使ったり貯
めたりすることは苦手です。
さて、前置きが長くなりましたが、この度、執筆
の機会を頂きましたことから、本稿では、国立大学
長として大学経営に携わってきた６年を踏まえ、現
在、わが国の大学が置かれている状況ならびにこれ
からの大学に求められる機能・役割について述べた
いと思います。
わが国の高等教育に関わる諸政策は、今後数年、
2018年に出された中央教育審議会の答申「2040年
に向けた高等教育のグランドデザイン」に即して進
展していくものと思います。2018年に生まれた子
供が大学を卒業する年である2040年の未来社会を
展望し、どのような人材が社会を支え、時代を牽引

愛知東邦大学副学長就任のご挨拶
愛知東邦大学副学長　鵜飼　裕之

新規個人会員様のご紹介
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することが望まれるのかを予想し、そのための人材
育成機能の強化を高等教育全体に求めた答申です。
その柱は２つあります。１つは、多様性と柔軟性を
確保した教育研究体制を維持し、社会変動に適合し
た大学の再構築です。世界規模でグローバル化、デ
ジタル化、ソーシャル化の時代が到来し、わが国で
は少子超高齢化社会を迎えるなど、社会は急速に変
化する時代の転換期にあります。こうした社会情勢
を映して、大学にはこれまでにない大胆な変革が求
められています。具体的な施策としては、大学の連
携・統合再編を円滑化するための法整備、地方の活
性化とイノベーション創出を目的とした産学官連携
による地域プラットフォームの構築を通じた地方創
生策などがあります。また、大学経営の見える化と
コンプライアンスの遵守を意図したガバナンスコー
ドの制定も検討されています。入学定員管理の厳格
化、国立大学の一法人複数大学制、国公私立大学の
枠を超えた大学連携法人の設置法案など一部は既に
始まっています。名古屋大学と岐阜大学の経営統合
はこの一例です。そして、他の１つは、学修者本位
の教育への転換を目的として、教学マネジメントの
確立と学修成果の可視化、情報公開を促すガイドラ
インの策定です。こうした大学改革を進めることで
見える化を促し、公的資金の拡充や民間からの投資
など多様な財源を呼び込むことが目的です。　
もちろん、2040年の未来社会がどのような世界
かは誰も予測できません。しかし、どのような社会
においても、大学の使命は「真に人として果たすべ
き役割を十分に考え、実行できる人材の育成」であ
り、これは時代を経ても変わらないものです。
本学が位置する中京地域経済圏は、日本ひいては
世界のものづくり産業の一大集積地として発展を遂
げ、戦後の日本経済を支えてきたと言っても過言で
はありません。それは、わが国の製造業の強みであ
る「要素技術力」「現場力」「改善力」など優れた生
産技術の蓄積に立脚し、顧客ニーズに対応して高品
質・高付加価値の製品を生み出してきたからに他な
りません。しかし、今、わが国のものづくり産業を含

む産業総体が、これまでの危機状況とは異なる場面
を迎えて大きな転換期にあります。すなわち、「もの
づくり」を中心とした付加価値の創出から、消費者
ニーズに基づくマーケッティングや製品企画あるい
はビジネスモデル、サービスなどを中心に据えて新
たな価値を作り出す「コトづくり」へという流れに
変わり、それは不可逆的な流れとして、産業構造全
体のパラダイムシフトへの対応が求められるに至っ
ています。このような時こそ、わが国の「ものづく
り」をリードしてきた中京地域経済圏が、「ものづ
くり」と「コトづくり」の調和により新たな価値を
創造する産業圏へと転換を図り、それを可能とする
「人づくり」を示すことによって、活力ある豊かな社
会、人々が笑顔で暮らせる社会を実現することで持
続可能な未来を築いていくことが、わが国の成長を
支える原動力であると考えます。この地域の大学の
役割は中京地域産業界と一体となって新たな産業社
会を築き、育てることにあります。
大学にとって少子化は死活問題にもつながり、先
に述べた大学等の連携・統合、定員の縮小など規模
の適正化は今後ますます顕在化していくものと思い
ます。一方で、社会人のリカレント教育、経済的支
援による生活困窮者への入学機会の拡大、国際化を
進めて海外からの留学生を獲得するなど新たな学修
者の確保という道も視野に入れる必要があります。
産業社会での女性活躍の一層の推進、社会人や有為
な外国人留学生の育成は、これからの大学にとって
重要なミッションです。多様な人々が共生し、互い
に能力を高め合うことで個性を磨き、それらを組み
合わせることによって社会に活力を生む「創発」す
る大学。これからの大学に求められるのは、こうし
た新時代の大学です。
愛知東邦大学は、これからも小粒ながらきらりと
光る個性を如何なく発揮し、人材育成と学術で地域
社会に貢献してまいります。今後とも引き続き、皆
さまのご理解、ご支援をお願いして挨拶とさせてい
ただきます。
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る。
　と金クラブ将棋教室では、上記のことを重視し、
棋力の向上を目指すだけではなく、将棋に親しみ、
楽しみながら「考える力」を身につけさせていくこ
とに力を注いでいる。

【と金クラブ将棋教室の概要】
開催日時
毎月第１・２・３・４土曜日
　（内２回開催・半期毎に日程表渡す）
　　午後１時30分～４時20分
　　　　　　（ニュークラスは３時30分）
会　場　
　愛知東邦大学　アクティブ・ラーニング
　ステーション（食堂）

対　象
　1．将棋のルールを知っている幼児から学生
　2．一般（女性・高齢者歓迎）
内　容
　1．プリントを用いた次の一手・詰将棋
　2．指導対局・リーグ対局・自由対局
　3．年3回　将棋大会の開催

【と金クラブ将棋教室の沿革】
と金クラブ将棋教室は、平成15年４月に名東区平
和が丘コミセンを会場として立ち上げた。当初、募
集したところ集まった会員は小学生15名だった。月
を重ねる毎に口コミで会員が増加し、コミセンの収
容では間に合わなくなっていった。
知人の紹介で、ゆくゆく大学の将棋部を立ち上げ
る目的で会員になられた東邦学園元事務局長の吉岡
様にお願いをしたところ、広くて明るい大学の施設
をお借りすることができた。
現在は、地域の会員ばかりか県内外からの会員も
増え、学生100名・一般15名・講師11名の陣容で
運営していて、県下でも有数の将棋教室と言われて
いる。

【と金クラブ将棋教室の考え方】
将棋は、すべて自分の意志で決めるゲームであり
決断力を身につけることができる。また、相手との
対局で古来より伝わる礼節を重んじ、ルールを厳守
し、礼儀正しさを身につけることができる。その上
自分の力で勝ち負けが決まるため、対局の楽しさ、
苦しさの体験から自己責任とはなにかをも理解して
いく。指導者は伝統文化の一つである将棋を通じて
子供たちが「礼儀」「思考力」「決断力」を身につけ
ることが健全な青少年の育成につながると考えてい

と金クラブ「将棋教室」
代　表　　　谷口　　登
編集責任者　高嵜　師郎
相談役　　　後藤　克義

新規法人会員様のご紹介

（現在の活動風景 愛知東邦大学  　　　　　　　
　　　　アクティブ・ラーニングステーション）
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□名古屋支社　名古屋市中区錦 3丁目 1番 1号　　 052-961-3670
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　4．棋力に応じ、7クラスに分け講師が指導
　5．月に一度会報を配布
クラス　　　　　 　級位　　　講師名
一　般　　　　　　　　　　　　今枝
上級Ａ　　　　　３級以上　　伊丹
上級Ｂ　　　　　４～７級　　高木　牧
中級Ａ　　　　　８～９級　　村瀬
中級Ｂ　　　　　10～11級　　小野山　岩下
初　級　　　　　12～13級　　定藤
ニュークラス　　14 級以下　　若井  谷口

【将棋大会】
と金クラブ将棋教室では、年に3回将棋大会が開
催される。1月に開かれる「新春将棋大会」は、当
将棋教室の会員だけの参加となり棋力に応じて3～
4つのクラスに分かれ対局する。優勝・準優勝・第
三位には賞状と賞品が授与され、参加者全員に参加
賞が渡される。その上、優勝者は昇級・昇段するこ
とができる。子どもたちは目を輝かせて一手一手真
剣に指す。
また、毎年11月の大学祭に協賛して、「和丘祭・
縁台将棋大会」を主催する。対局と対局合間には参
加者とその家族が屋台の飲食・イベントなど一日を
楽しんでいる。
5月に開かれる名東区民まつりに協賛して「市長
杯・名古屋・小・中学生将棋大会」を昨年までに14
回開催し、平成30年の大会では、県内外から269名
の参加者とその家族が集まり、対局とまつりを満喫
した。

（本年度第15回はコロナ禍で中止となった）
実はこの大会に幼い頃の藤井聡太君が参加してい
たので少し紹介してみよう。
聡太君が小学1年生の時、第5回「市長杯・名古
屋・小・中学生将棋大会」低学年の部（1年生～3年
生）で参加し決勝まで進んだが、惜しくも敗れ準優
勝に終わる。次の年、再度挑戦し見事小学2年生で
優勝する。その後、聡太君がこの大会に姿を現すこ
とはなかった。
おそらく、プロ棋士藤井になるための道に進んだ
のであろう。

STAY　HOME
家で将棋を楽しもう
昨今、あらゆる分野で Stay home で活動しよう

と言われています。と金クラブ将棋教室は、今まで
のように開催することができません。家庭で楽しめ
る詰将棋を掲載してみました。
詰将棋の魅力の一つは、筋道を立てて考え、解けた
時の喜びや満足感を味わうことができることです。
プロ棋士藤井聡太君は詰将棋大会で何度も優勝して
います。
皆さんも一度トライしてみませんか。

【夢に向かって（目指せプロ棋士）】
日頃、多くの会員同士の切磋琢磨によって、この
教室から県下各地で開催される将棋大会で多く入賞
者が続出している。その中の一人、年長から入会し
た今井絢さんは、JTこども将棋大会・優勝など多く（縁台将棋大会入賞者）

（５手詰）

（解答）
２二銀　同角
４一龍　同玉

４二金まで
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の棋戦に入賞している。中1で奨励会に入会し現在
5級として活躍しています。昨年度は、と金OBの
野村櫂君（小6）と三浦光葵君（中2）の2名が奨励
会6級に合格、プロ棋士を目指している。
また、清水太陽君（小3）が、JTこども将棋大会・
低学年の部で準優勝を果たした。
補足であるが JTこども将棋大会とは、日本たば
こ産業主催、低学年の部参加者515名東海3県及び
近畿からも参加する大きな大会である。
奨励会とは、プロの登竜門と言われる所であり、

試験に合格した者だけが、東京本部か関西本部に所
属する。その中で数年間対局をし、三段に昇段すれ
ば三段リーグ戦対局にのぞむ。年2期で1期2名の
上位者がようやくプロ棋士となる。プロ棋士になる
ことは東大に合格するより難しいと言われている。
将棋ブームの波が押し寄せている昨今、一過性に
終わらないよう日本伝統文化を継承しつつ、今後と
も青少年の健全な育成の一助となるよう指導してい
きたいと考えている。

〈企業理念・スローガン〉
コカ ･コーラ ボトラーズジャパン株式会社は、企
業理念「Paint it RED! 未来を塗りかえろ。」のもと、
これまでのビジネスで培ってきた誠実さと信頼に基
づいた行動を通して、お得意さま、株主さま、地域
社会、社員をはじめ、すべてのお客さまから選ばれ
るパートナーであり続けるとともに、お客さまへの
価値を創造し、業界全体の成長をリードしてまいり
ます。

〈取扱製品・ブランド〉
「コカ ･コーラ」、「ファンタ」、「ジョージア」、「ア
クエリアス」、「い ･ろ ･は ･す」、「綾鷹」、「爽健美
茶」をはじめとするコカ ･コーラ社製品約50ブラン
ドの製造・販売を担い、東京、大阪をはじめとする
1都2府35県のあらゆるシーンで、みなさまのニー
ズにお応えする「総合飲料企業」として安全・安心
な製品を日々お届けしています。

〈特徴・強み〉
コカ ･コーラ ボトラーズジャパンでは、「SDGs

（持続可能な開発目標）」の実現に向け、当社が設定
した非財務目標「CSV Goals」の達成に向け、コカ
･コーラシステムがグローバルで掲げている昨今の
プラスチック問題へのアクション「World Without 
Waste（廃棄物ゼロ社会）」の実現を目指すため「容
器の2030年ビジョン」をはじめ、事業活動を通じ
て具体的なアクションを実行してまいります。

〈コカ ･ コーラ ボトラーズジャパンにとっての東邦学園〉
当社は「コーポレートアイデンティティ」のひと
つの柱である「地域密着」の考えに基づき、長年に
わたって育んできた地域社会や環境とのつながりを
大切にしています。
地域のみなさまを応援しともに盛り上げていくこ
とで、愛知県の活性化に貢献するとともに、今後も
さまざまな活動に取り組んでいきます。

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社
愛知ベンディング営業部　ベンディング名古屋支店　宮澤　優

新規法人会員様のご紹介
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ナゴヤ学生服は、2016年よりエレベーター前にて制服の注文や修理の受付を行っております。
サイズが合わなくなってきたり、やぶれなどが見つかった時、生徒様にお気軽にお立ち寄りいただいてい

ます。
毎日着る制服だからこそ、困った時にはすぐにお役に立ちたいと考えています。

毎週、高校内に出張サービスしています
新規法人会員様のご紹介

毎日着る制服は、自分の肌と同じであるとナゴヤ学生服は
考えています。

自分でお手入れしながら、必要であれば修理や補正を重ね
ていく。

制服を大切にする人は、自分自身を大切にすること。
自分自身を大切にできる人は、
家族や周りの人も大切にできるということ。
家族や周りの人も大切にできる人は、
幸せな人生を歩める。

　そんな思いを生徒様方にお伝えし、そのお手伝いをさせていただく心の源が、
私たちの提唱する「服育」です。

１.「服育」について

　　～一着の制服を、大切に、できるだけ長く着る～

　「思い出のつまった制服を、ミニチュアに
しませんか？」をキャッチコピーに、ポケッ
トやネームタグなど、細部にまでこだわっ
て作っています。
　世界に一つだけの、生徒様が三年間着て
こられた制服を着た人形になります。
　大人気のぬいぐるみダッフィーとシェ
リーメイにぴったりのサイズでお作りしま
す。
ぬいぐるみサイズ以外にも、トルソータイ
プもございます。

２. ミニチュア制服について

三年間の思い出を、いつまでも手元に置いておきたい。
そんな学校生活を送っていただくことが私たちの願いです。

●東邦高校制服お取り扱い指定店
天白店（０５２）８３８－９６２２
●お問い合わせはこちらに
八事店（０５２）８３２－１６１６
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初めてお会いした方に西濃印刷、という社名を申
し上げると、「西濃運輸さんの関連会社ですか？」と
よくご質問をいただきます。そのように思われるの
も無理はなく、また大変光栄なことでもありますが
関連のある会社ではありません。一応歴史だけは弊
社のほうが長いのです (笑 )
私ども西濃印刷の創業は明治30年（1897年）に
なります。創業時から「株式会社」として設立され
た、という珍しい歴史を持った会社です。
創業の地が岐阜県美濃地方の西部、西濃地区に位
置する大垣市であったことから西濃印刷という社名
になりました。しかし戦時中の昭和19年（1944年）、
本社を岐阜市に移し、大垣市にあった拠点も戦後ま
もなく撤収したため、西濃と名乗りながら岐阜市を
本拠地とする、少々ややこしい状況となっておりま
す。
現在は岐阜市、そして名古屋市に拠点を置き愛知
県、岐阜県に加え三重県、滋賀県、そして京都・大
阪のお客様とお取引をさせていただいています。
私どもの仕事で、特徴的なものの一つにフリー
ペーパー発行事業があります。主に岐阜市周辺で配
布している「a un」というフリーペーパーを平成13
年（2001年）に創刊し、今年の７月から発行20年
目に突入します。読者アンケートによると愛知県の
読者も多く、そのような東海地方の読者の皆様に支
えられ20年目を迎えることができました。この場を
お借りして感謝申し上げます。

フリーペーパーというと多くの方はクーポン券の
ついたお店情報を想像されると思います。しかし弊
社の「a un」にはクーポン券がありません。一部を
除き、掲載している大半のお店から広告料をいただ
いておりません。広告はお店紹介とは別のページに
なっています。
これは発刊の目的に由来します。創刊当時、岐阜
市は他の地方都市同様に中心市街地の衰退・空洞化
が大きな問題となっていました。弊社から歩いて10
分ほどの位置にある繁華街「柳ケ瀬」はかつてヒッ
ト曲の題名になったほど賑わった街でしたが、1990
年代以降、郊外の店舗などに客足を奪われていきま
した。また高度成長期に岐阜市の経済を支えた駅前
の繊維問屋街、この衰退もそれに拍車をかけました。
そんな時代に岐阜市中心部で頑張っているお店、
頑張っている人を取材し、それを多くの方に知らし
めることで再び街中に人を呼び戻そう、そのような
主旨で発行されたのが「a un」です。したがって掲
載しているお店は多くの広告料を出していただける
ところ、ではなく、弊社の編集スタッフが独自の視
点で取り上げた、おいしいもの・質の高いもの・こ
だわりのあるものを提供しているお店です。
このようなビジネスモデルですから、単体では採
算がとれません。しかしそれでも得たものは多くあ
りました。
まず企画力・編集力・デザイン力を身に着けるこ
とができました。今では紙・WEB問わずゼロベー

堅実・確実・誠実に歩んできた123年
代表取締役社長　河野　俊一郎

新規法人会員様のご紹介
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スから自社内で制作できます。そのノウハウを活か
し企業・学校の会社案内・広報誌・社内報・ホーム
ページなどを手掛けております。
次に会社の知名度、特に就活生に対しての知名度
が上がりました。「a un」を通じて弊社を知った、と
会社説明会に来てくれる学生が多くいます。また「a 
un」を作っている会社だから仕事を頼んだ、という
ありがたいお話もいくつかいただきました。

最後に、地域との繋がりが深まりました。様々な

取材を通じて商店、街づくりに携わる方、行政の
方々とのご縁をいただくことができました。この情
報誌を発行することでステークホルダーとの接点の
強化につながりました。現在はこの経験を活かし、
お客様のステークホルダーとの接点強化のために、
お客様の先のお客様や地域に向けた記事を載せた媒
体を発行することを弊社で全面的にサポートしてい
ます。具体的には取材のお手伝いや撮影ノウハウの
提供、文章のリライト（文章のチェック・修正）を
行っています。
７月末現在、中断中ではありますが今年の大河ド
ラマの舞台は弊社のある岐阜です。岐阜県では大河
ドラマ館を３ヶ所（岐阜市、可児市、恵那市）も準
備し、皆様のお越しをお待ちしております。その際
には是非「a un」をもとに街めぐり、お店めぐりも
お楽しみください。WEB（https://aun-web.jp/）
でも情報発信しておりますので、ご心配なく！

世の中は、刻一刻とよりグローバルに、より機能的
に変貌しています。我々は常に時流を読み地域の皆
さまから必要とされる企業となるよう躍進を続けて
います。その努力は惜しみません。全社員一丸とな
りチームワークで支えていきます。物心共に、より

よい社会になることを心から祈り、毎日の仕事に励
んでいます。また、コンサルタント型営業マンと高
い品質を保ち続けるセールスエンジニア、そして建
設を支える技術力の高い職人の育成にも力を入れ、
少子化時代の日本の建設業を支えて参ります。

代表取締役社長　矢野　雄嗣

新規法人会員様のご紹介

矢野建設株式会社

企業案内
　　設　　立　1972年4月1日
　　資 本 金　88,800,000円
　　代 表 者　代表取締役社長　　矢野　雄嗣
　　従業員数　70名（内　内装大工10名）
　　本　　社　愛知県名古屋市港区十一屋三丁目63番地

　沿　　革
　1968年　個人建設業登録番号　愛知県知事「わ第6202号」にて創業
　1972年　資本金400万円で矢野建設株式会社名にて法人設立
　1981年　土木工事業許可取得、以下更新
　1996年　分譲住宅事業開始
　2001年　ISO9001認証を取得　登録番号：Q304
　2002年　リファイン事業部（Refine みなと矢野建設㈱）を開設
　2004年　ISO9001:2000認証を取得　登録番号：Q1104
　2012年　ベトナム事業所設立
　2013年　環境エネルギー事業開始
　2014年　仙台営業所開設 （宮城県多賀城市）

事業内容
総合建設業、企画、設計、管理、
施工、保守、
不動産の売買、仲介、賃貸、管理、
コンサルティング
リフォーム・リノベーション
環境エネルギー　風力発電、
自家消費型太陽光発電システム

URL（HP アドレス）
http://www.yanokensetu.co.jp/
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豊橋本店 / 名古屋支店 / 西三河営業所
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私が東邦学園にお世話になったのは、平成４年か
ら14年間法人本部一筋に勤務。年齢は54歳から68
歳の熟年で第二の人生に当る。この間、東邦の学園
史の編集に３回携わることになったので、まずこれ
について記したい。
◆70年史「真面目の大

は
旆
た

」について
平成４年は創立70周年の前の年で、学園に挨拶に

行ったその日、早々に編集メンバーに加えられ、執
筆者の中部経済新聞の和気康光氏を囲んでの打ち合
わせに参加した。

この70年史は、中経新聞に新聞小説風に6カ月
間連載し、これを土台にして学園史を作成しようと
するもの。題名の『真面目の大

は
旆
た

』は大橋彰事務局
長の提案。また、この小説に資するため、次の五つ
のテーマで五回の座談会、すなわち「戦前の赤萩時
代」、「戦後の赤萩時代」、「平和が丘移転後の高校」
と「短大の開学から今日まで」、最後は「学園の現状
と将来展望」――以上の内容で関係者に語ってもら
うことになった。

なお、題字の揮毫は下出保雄理事長の提唱で、江
崎真澄氏（商業４回生）に依頼した。

連載は当初の予定通りに完了。この間、連日の記
事内容にふさわしい写真やイラストは、学園に保存
された史料のほかに、下出家ご親族をはじめ、同窓
生など多くの方々のご協力をいただいた。

70年史は、これまでの学園史と比べて異色のもの
だった。平成４年夏の甲子園・愛知県勢百勝を東邦
高校が達成したドラマチックな場面から入り、自由
で開かれた学園として東邦を紹介するとともに「愛
と平和の軌跡」という斬り口から学園史を展開して
いく――この手法は斬新だった。

しかし小説や物語は、歴史そのものではない。そ
のため、これに補足とバラエティを持たせようと、
各章にコラムを設けることにした。その執筆者100
名程を選出――この人選には当時の久野秀正高校顧
問に相談。これを通して久野先生や高校事務部長で
東邦会事務長の松尾博氏、さらに有力同窓生諸氏と
のつながりができた。

加えて「親子３代東邦ファミリー」（当時の在校生
で６組が判明）へのアンケート、学園関係の多彩な
歴史資料類、最後に年表を添付した。

――年表の作成は歴史を地図化するような作業だ
が、【学園前史】として下出家に関する事柄と学園関
連事項を、【学園発足後】は総記、行事・人事、クラ
ブ活動などに分類した年表を巻末につけた。

一方、70周年記念の中核行事は、平成５年10月
16日ホテル・ナゴヤ・キャッスルで記念式典を。続
く記念講演会は講師に架谷昌信氏（高校10回生・名
大教授）を招いて開催。この後の祝賀会は、約800
人の出席のもとに華々しく挙行された。

会場の大広間には「東郷学園　栄光の歩み展」と
題して、歴代の甲子園大会の優勝旗（レプリカ）、
カップ類、盾をはじめ、各クラブの優勝杯、カップ・
盾などをずらりと並べ、さらに新しく発足した美術
科の作品及び吹奏楽部の中国公演風景を展示。その
背景には学園の歴史的写真をパネル展示するととも
に、平成元年のセンバツ大会の優勝風景をビデオ放
映した。

これらの作業は、あらかじめ会場に展示しておく
わけにはいかず、祝賀会前日に展示品とその説明の

私と東邦学園（１）
　　　３回の学園史編集から

元法人本部　竹田　善隆
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名札・看板類等を２台の運搬車で搬入。当日の早朝
から展示作業に入り、２時間ほどの突貫作業で完成
させたものだった。

大橋事務局長は、これらの華やかな事業が済む
と、「結局残るのはこの70年史だけ」と改めて配布
された記念誌を手にされた。「学園には立派な50年
史があるが、これは記念事業から５年も経って発行
され、お金もかかったが記念行事には何の役にも立
たなかった」とこぼしておられた。
◆75年史「真面目の系譜」について

70周年の余韻が覚めやらぬころ、75周年の総会
に向けて東邦会として学園史を作成したいとの話題
が持ち上がったという。しかし、正式に私の方に依
頼があったのは、75周年を迎える平成10年１月の
こと。早々に新しい学園史の構想を模索し、時代区
分を次のようにした。

①下出家・岸和田時代（学園前史）
②下出家・名古屋時代（　 〃 　）
③学校創立～赤萩・商業学校時代
④戦後の赤萩・高校時代
⑤平和が丘時代
題名の「真面目の系譜」は、その内容から私の考

案。その結果、学園の75年史とはいえ、民義翁の生
誕から数えて138年史ということになる。

下出家のルーツを求めて、かつて（平成４年12月
19日）70年史を編集していたころ、大阪府岸和田
市付近を訪ねたことがある。菩提寺の善正寺は隣接
の貝塚市王子にあり、この付近が下出家のルーツの
ようだ。『民義自伝』によると、民義翁は岸和田生ま
れだが、父君（初名は喜多蔵、後に民翁）の代に貝
塚から岸和田に移転されたとある。

前触れのない訪問だったが、お寺の老僧からお話
を伺っていると、かつて嶋田という方が訪ねて来ら
れたとか。健吉氏の末裔かと想像した。門のすぐ脇
に民義翁建立（明治36年１月26日）の立派なお墓
もあり、ここに案内された。境内に建立の「本堂修
復寄進者名」の石碑には、下出性が３名見られる。
ちなみに電話帳を見ると岸和田で７名、貝塚で４名
の下出性があった。

名古屋の覚王山日泰寺の大きな下出家のお墓は昭
和６年５月の建立。この年は民義翁の二男準吉氏が
志半ばで永眠（５月15日）されたのを悼み、ご自宅
から参詣しやすい場所に葬られたのではないかと想
像した。

75年史の通史及びその解説部分は私の執筆。しか
しメインは同窓生の思い出の記である。各年代から
95名からの寄稿。――これを各時代の項目ごとに掲
載し、生の歴史の声として重視した。
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大阪府貝塚市王子にある下出家
の菩提寺・善正寺と民義翁建立
の下出家之墓



（20） 第 49号

「ズームアップ」として歴史的19項目をピック
アップ。さらに巻末に次の３項目を特集した。

特集Ⅰ・開校１年目（中京法律学校時代）の記録。
特集Ⅱ・「愛知県統計書」による東邦商業・金城商

業。（金城商業の時系列の記録は初めてのこと）
特集Ⅲの【TOHO・広告プロムナード】――これ

は学園の歴史的な広告をアイ・キャチャーにした企
画広告で、収入面で大きく貢献している。

この広告収入が50件（206万円）集まり、マルワ
印刷の見積り印刷費が260万円だったので、差引支
出は54万円で済んだ。（ちなみに70年史は凸版印刷
で、1000万円かかっている）

何といっても編集期間が少なく、夏休みを返上し
て没頭。最後の１週間は寝食を惜しんで打ち込み、納
品されたときには完成品も見たくなかったほどだっ
たことを覚えている。
◆80年小史について

創立80周年は学園人事も新しくなり、短大の臨時
定員を転換して四大も新設。学園誌は作成しないと
思っていたところ、正月明けになって、５月の式典
に合わせて作成してほしいとのこと。全く無茶な話
だが、はたして何が出来るか。まずは形をつけよう
と下記の構想をまとめ、36頁の小冊子（表紙を含め
40頁）を作成することにした。

題名は文字通り「東邦学園80年小史」。
その構成内容は、
◇東邦商・東邦高、東邦短大・東邦学園大を歴史
　的な写真で紹介。
◇東邦学園の歩み①【創立～70周年まで】
◇　 〃 　②【最近10年のあゆみ】
◇ズームアップ①【東邦の文化】
◇　 〃 　②【東邦のスポーツ】

◇　 〃 　③【東邦と地元経済】
◇　 〃 　④【東邦と国際交流】
　以上の４項目で東邦カラーを強調。最後に
◇【東邦学園の将来展望】
この展開を旧知のデザインスタジオのシゲキ・ア

ドによく説明して発注。この趣旨を生かしたレイア
ウトで視覚的に優れたものが出来上がった。従って
この「80年小史」は、各頁を追って活字を組んでい
くというよりも、各項目の版下原稿を作成し、これ
を繋げるという手法を取った。

なお、この冊子の目玉としては、東邦商業開校当
時の写真を中京法律学校から借り受けて掲載するこ
とができたこと。――これは東邦の学園史としては
初めてのことで、大正12年創立当初の旧制商業第１
回生の残影が偲ばれた。
◆編集期間からみた学園史

学園史の発行に３回携わった経験では、時間に制
約され、追われ追われた作業だったという実感が強
い。ちなみに私の本学就職前に作られた50年史の編
集後記には、４年余りかかったと記されている。

これに対し、「70年史」は新聞小説の土台はあっ
たものの１年４カ月（平成４年６月～同５年10月）
で完成。記念事業の一環として、式典に合わせて発
行することができた。

東邦会発行の「75年史」は、なかなか結論が出
ず、マルワ印刷の鳥原氏と松尾氏（この時は法人本
部職員）の全面的な協力を得て、何とか10カ月で仕
上げることができた。
「80年小史」にいたっては、4カ月の速成作業。内

容に決して手を抜いた訳ではなかったが、何だかイ
ンスタントラーメンを作ったような感じが残った。
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本書は、平成27(2015) 年３月に、兵庫教育大学
大学院連合学校教育学研究科より博士号（学校教育
学）を授与された学位論文を基に、令和元 (2019)
年度の東邦学園フレンズ・TOHO の出版助成の交
付を受けて刊行したものである。

私が本研究に着想したのは、愛知県の小・中学校
現場で教員生活10年目を迎えようとしたときに、財
団法人（現公益法人）愛知県教育・スポーツ振興財
団 愛知県埋蔵文化センターへと転任となったこと
が、一つのきっかけとしてある。愛知県の埋蔵文化
財行政に関わっていくなかで、「社会科教師であった
私が、なぜ発掘調査に取り組まねばならないのであ
ろう」という問いを抱いたことが、戦後日本の郷土
教育実践に目を向けさせることとなった。

本書を通じて、 1950年代における「新しい郷土教
育」実践の中で、教師たちが「郷土」の具体物を用
いたフィールド・ワークによる指導と生活綴方的教

育方法による指導とを結びつけて取り組んでいたこ
とが明らかになった。また、 1950年代における「新
しい郷土教育」実践の中では、児童・生徒によって
すぐれた作文や詩が生み出されていたという歴史的
事実を明らかにすることができた。以上の点は、今
日において地域に根ざした教育を展開する上で、示
唆に富んでいる。

なお、私が本書を書き上げることができたのは、
本学教職員の方から貴重なご助言やご支援をいただ
いたお陰である。この場を借りて感謝申し上げたい。

高校には教育支援として、大学では出版助成をおこないました。
『戦後日本の郷土教育実践に関する歴史的研究』を出版

教育学部　准教授　白井　克尚

2019年度の学園への支援金高・大へ
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編集後記
　コロナ禍は子どもたちに与える影響が大きい。小児科学
会の警告は的を射た指摘だ。信頼とかアタッチメント、絆、
人と人との関係がより豊かになることにいかに多くの人々

が腐心してきたことか。物理的ディスタンスは心に及ぶ。
教育にかかわる者にとって物憂い事象である。新しい模索
がはじまる時代が来たのだと思う。　　　　　　　（Ｍ）　


